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■	 概要
InfoEnergy は、STARDOM 自律型コントローラ FCN

（Field Control Node）／ FCJ（Field Control Junction）
をベースとした、省エネ活動プロセスを強力に支援
するシステムです。
本 GS では、以下の InfoEnergy のオプションソフト
ウェアを紹介します。

・	InfoEnergy グラフィックポートフォリオ
・	InfoEnergy デマンド監視ポートフォリオ
・	InfoEnergy スケジュール発停ポートフォリオ

注：	 InfoEnergy は FCN-100（CPU モジュール NFCP100
を実装した自律型コントローラ）ならびに FCJ（オー
ルインワンタイプの自律型コントローラ）で使用
できます。

■	 InfoEnergy グラフィックポートフォ
リオ

●概要
InfoEnergy グ ラ フ ィ ッ ク ポ ー ト フ ォ リ オ は、
Microsoft Office Visio（以下 Visio）で作成した任意の
グラフィックを InfoEnergy の監視画面として FCN-
100、FCJ で表示可能とするソフトウェアです。
Visio のステンシルとして、FCN-100、FCJ の収集デー
タを表示する部品、ON/OFF 信号に応じてアイコン ( 任
意に描画した部品図 ) を変化させる部品などを用意し
ています。これらの部品を用いることで現場の状態
を表示するグラフィック画面が簡単に作成できます。

F01.ai

図  グラフィック画面例

●特長
・	Visio を利用して作画するので、作画のための専用

ツールを習得する必要がありません。
・	Visio の高度な描画機能を利用できます。
・	FCN-100、FCJ 収集データとのリンク部品により、

現場の状態表示画面が作成できます。
・	Visio にて作成した画面ファイルは、FCN-100、FCJ

に転送する前に PC 上でプレビューできます。
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●動作環境

FCN-100、FCJ
InfoEnergy の動作環境に準じます。

作画用 PC

表  作画用 PC

項目 内容
パソコン IBM PC/AT 互換機

CPU

Windows 7
(32bit)

1 GHz 以 上 の 32 bit(x86) プ ロ
セッサまたは 64 bit(x64) プロ
セッサ

Windows 7
(64bit)

1 GHz 以 上 の 64 bit(x64) プ ロ
セッサ

Ethernet
アダプタ 下記 OS で動作するもの

DVD-ROM
ドライブ インストール時に必要

OS Windows 7 Professional SP1 (32bit/64bit)

Visio (*1) Microsoft Office Visio Standard 2016
Microsoft Office Visio Standard 2013 SP1

Web
ブラウザ

Internet Explorer 11.0 ＋ Java Plug-in 8.0 
Update 31 (*1) (*2) (*3) (*4)

*1：	 32 ビット版のみ
*2：	 Java Plug-in は、製品媒体に同梱しています。
*3：	 Java Plug-in は、InfoEnergy の監視画面からダウン

ロード可能です。
*4: 	 VDS の HMI クライアントを同一の汎用 PC で使用

する場合は、両者のJava Runtime Environment（Java 
Plug-in を含む）のバージョンを合わせる必要があ
ります。

●機能仕様

作画機能
InfoEnergy グラフィックポートフォリオでは、Visio
用の作画用テンプレート、およびステンシル（グラ
フィック部品）を提供します。Visio 上でこの作画用
テンプレートに任意の背景図を描画し、FCN-100、
FCJ の収集データとリンクが可能なステンシルを貼り
付けることで InfoEnergy 用のグラフィック画面を作
成します。

表  グラフィック画面の仕様

機能 仕様

ステンシル
部品定義数

40 個／画面
（複数の FCN-100、FCJ のデータを混在登録可

能）

データ表示
更新

手動更新
（自動更新に変更可能、更新周期 10 秒～）

Visio のステンシルとして以下の部品を用意していま
す。各ステンシルの動作設定は、Visio のプロパティ
設定ウィンドウで定義できます。

表  ステンシルの種類

部品名 機能

数値表示部品

InfoEnergy が収集、生成したデータの瞬時
値、または、累計積算値 (*1) と単位を表示
します。
また、リアルタイムデータ表示画面と同様
に、警報状態時は背景色が変化します。

タイトル付き
数値表示部品

数値表示部品に任意のタイトルを付加した
部品です。

アイコン部品

InfoEnergy の ON/OFF データにより、切
り替え可能なアイコンを表示できる部品で
す。この部品を用いることで、現場の状態
に応じて絵の切り替えや、色替えを行えま
す。

ボタン部品 画面展開を行うためのボタンです。指定し
た URL 画面を別のブラウザで開きます。

*1：	 レポートデータ（時、日、月単位の区間積算値）
は表示できません。

プレビュー機能
作成した画面ファイルは、FCN-100、FCJ に転送する
前に PC 上でプレビューできます。

表示機能
完成した画面ファイルを FCN-100、FCJ に転送するこ
とで、任意 PC の Web ブラウザで InfoEnergy の監視
画面としてモニタリングすることが可能になります。
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●ソフトウェアの提供形態

Visio テンプレート、ステンシル
グラフィック画面作成用テンプレート、およびステ
ンシルは、｢InfoEnergy ソフトウェア媒体（形名：
NT206AJ）｣ で提供します。これらを予め Visio をイ
ンストールしている PC にインストールすることで作
画できます。

グラフィックポートフォリオライセンス
｢InfoEnergy グラフィックポートフォリオライセンス
｣ には、オーダ ID とパスワードを記載したオーダ ID
シートが添付されています。当社の Web サイトにア
クセスし、このオーダ ID とパスワードを入力するこ
とでライセンス ID が発行されます。発行されたライ
センス ID を FCN/FCJ システムカードに登録すること
で、作成した画面ファイルが FCN-100、FCJ 上で使用
可能になります。

■	 InfoEnergy デマンド監視ポートフォ
リオ

●概要
InfoEnergy デマンド監視ポートフォリオは、デマン
ド監視期間内のデマンド値 (*1) を監視し、デマンド
監視期間終了時の予測デマンド (*2) を演算し、警報
監視を行うソフトウェアです。
デマンド監視の予測値と警報状態は、デマンド監視
画面により監視できます。

*1：	 デマンド監視期間における平均使用電力（kW ＝
kW・h/h）

*2：	 デマンド監視期間開始から経過時間後の電力使用
状況によりデマンド監視期間終了時に到達するで
あろうデマンド値

F02.ai

図  デマンド監視画面

●特長
・	プログラミングレスで簡単に設定できます。
・	デマンド監視画面は、他の InfoEnergy 監視画面と

同様に画面表示のための専用のソフトウェアが不
要で、ネットワーク上にある任意の PC の Web ブ
ラウザから監視が可能です。

●動作環境

FCN-100、FCJ
InfoEnergy の動作環境に準じます。

設定／監視用 PC
InfoEnergy の設定／監視用 PC の動作環境に準じま
す。

../submenu.htm
../../index.htm


4<< 目次 >>  << 索引 >>

All Rights Reserved. Copyright © 2005, Yokogawa Electric Corporation GS 34P03A42-01 2016.03.29-00

●機能仕様

デマンド監視
デマンド監視では、デマンド監視期間内のデマンド
値を監視し、デマンド監視期間終了時の予測デマン
ドの演算と監視を行います。
現在デマンドの上昇率（傾き）からデマンド監視期
間終了時の予測デマンドを演算し、予測デマンドが、
警報設定値を超えた場合に基本警報を通知します。
・ 基本警報発生：
　　予測デマンド ＞ 警報設定値

・ 基本警報復帰：
　　予測デマンド ≦ 基本警報復帰電力
　　基本警報復帰電力 ＝ 
		  警報設定値－基本警報ヒス設定値 (*1)

*1：	 予測デマンドが警報設定値近傍になったときの警
報多発を抑制するための設定項目です。

	 ヒスはヒステリシスの略です。

F03.ai

（
デ
マ
ン
ド
値
 
kW
）

警報マスク時間

基準電力

残り時間

デマンド監視期間（15分，30分，または1時間） 

契約電力

現在

予測デマンド

目標デマンド

現在の基準電力
現在デマンド

基本警報5 

基本警報4 

基本警報3 
基本警報2 
基本警報1

図  デマンド監視演算

また、予測デマンドが目標デマンドを超えた場合に
は、残り時間から以下の演算を行い、電力遮断の要
否を判断して、遮断警報を通知します。

・ 遮断警報発生：
　　調整電力 ＞ 遮断余裕電力
　　　　かつ　現在デマンド ＞ 現在の基準電力

・ 遮断警報復帰：
　　調整電力 ≦ 遮断警報復帰電力
　　　　かつ　現在デマンド ≦ 現在の基準電力

　　遮断警報復帰電力 ＝ 遮断余裕電力－遮断警
報ヒス設定値 (*1)

*1：	 予測デマンドが警報設定値近傍になったときの警
報多発を抑制するための設定項目です。

	 ヒスはヒステリシスの略です。

調整電力：
予測デマンドの目標デマンドからの超過量

調整電力＝超過電力×（デマンド監視期間／残
り時間）

超過電力：予測デマンドと目標デマンドとの差分
遮断余裕電力：
遮断可能な負荷の電力（遮断により減らすことの
できる電力）

デマンド監視期間終了時には、デマンド値の実績値
を保存します。

表  デマンド監視の仕様

機能 仕様

監視データ数
1（電力モニタ積算有効電力量、または、
パルス入力による電力積算値、またその
加算値を指定可能）

デマンド監視
期間

レポートデータの日報記録周期に同期
（1 時間、30 分、15 分）

デマンド開始
時間

レポートデータの日報記録時刻に同期
・1 時間：毎時 00 分
・30 分：毎時 00、30 分
・15 分：毎時 00、15、30、45 分

データ収集・
演算周期 10 秒（固定）

基本警報数 最大 7 レベルまで指定可能
（各レベル個別に通知されます）

遮断警報数 1 

データ保存 デマンド監視期間終了時のデマンド値の
実績値をレポートデータとして保存

予測比較時間
(*1) 10 ～ 600 秒（10 秒単位で指定可能）

警報マスク
時間 (*2) 0 ～ 20 分（1 分単位で指定可能）

警報通知先 アラームサマリへ通知（E メールにて警報
発信することも可能）(*3)

*1：	 予測比較時間は、デマンド値の上昇率（傾き）を
演算するときに使用する時間です。現在デマンド
と、この時間分過去のデマンド値との比較により
デマンド値の上昇率を決定します。

*2：	 警報マスク時間とは、デマンド監視開始直後から
一定時間警報検出を行わない時間帯を示します。

*3：	 基本警報、遮断警報を用いて、制御アプリケーショ
ンにより外部接点出力を行うことも可能です（別
途、ロジックデザイナが必要です）。
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デマンド監視画面
デマンド監視画面では、デマンド監視の予測値と警
報状態などを監視できます。

表  デマンド監視画面の仕様

機能 説明
画面数 1 

表示データ

グラフ表示：
	 契約電力、目標デマンド、
	 現在デマンド、予測デマンド
警報表示：
	 基本警報（最大 7 レベル）、
	 遮断警報
表形式表示：
	 各種電力デマンド設定値、
	 各種電力デマンド演算値、
	 最大デマンド実績値（当日、
	 および、過去 7 日分）

データ表示更新 手動更新
（自動更新に変更可能、更新周期 10 秒～）

*1：	 電力量データは、1 時間あたりに換算した値です。

●ソフトウェアの提供形態

ソフトウェア
InfoEnergy デマンド監視ポートフォリオのソフト
ウェアは、｢InfoEnergy ソフトウェア媒体（形名：
NT206AJ）｣ で提供します。これを PC 経由で FCN-
100、FCJ へダウンロードすることにより、ソフトウェ
アが使用可能になります。

デマンド監視ポートフォリオライセンス
｢InfoEnergy デマンド監視ポートフォリオライセンス
｣ には、オーダ ID とパスワードを記載したオーダ ID
シートが添付されています。当社の Web サイトにア
クセスし、このオーダ ID とパスワードを入力するこ
とでライセンス ID が発行されます。発行されたライ
センス ID を FCN/FCJ システムカードに登録すること
で、デマンド監視機能が使用可能になります。

■	 InfoEnergy スケジュール発停ポート
フォリオ

●概要
InfoEnergy スケジュール発停ポートフォリオは、空
調や共用照明部などの自動発停制御を行うソフト
ウェアです。曜日や日時などで設定されたスケジュー
ルに基づき発停制御を行います。また、各機器単位
にモードを Manual にして手動で起動 / 停止させるこ
とも可能です。

F04.ai

図  スケジュール発停 状態監視画面

●特長
・	プログラミングレスで簡単にスケジュール設定が

可能です。
・	機器の ON/OFF スケジュールの設定もカレンダ設

定と運転パターン設定により、簡単に設定できま
す。

●動作環境

FCN-100、FCJ
InfoEnergy の動作環境に準じます。

設定／監視用 PC
InfoEnergy の設定／監視用 PC の動作環境に準じま
す。
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●機能仕様
機器の発停制御は、カレンダ設定機能、運転パター
ン設定機能、機器制御機能により管理されます。

カレンダ設定機能
カレンダ設定機能は、機器の管理を行うビル・工場
などの稼働日、休業日などを設定する機能です。

表  カレンダ設定機能の仕様

機能 説明
設定日 平日、休日、特殊日 1 ～ 4

設定方法 曜日による設定と日付による設定 (*1)

*1：	 日付による設定は、月日、または期間による設定
が可能で、最大 25 日（または、期間）の設定が行
えます。

運転パターン設定機能
運転パターン設定機能は、1 日の機器の発停時刻を設
定します。

表  運転パターン設定機能の仕様

機能 説明
運転パターン 最大 8 運転パターン

発停時刻 曜日による設定と日付による設定 (*1)

指定方法 時分 (*1) と ON/OFF 状態を指定

*1：	 時分は、5 分単位での指定となります。

機器制御機能
機器制御機能は、実際に機器への ON/OFF 指令を行
う機能です。
発停制御は、複数の機器をまとめた機器グループと
いう単位で行われます（機器グループ内の運転モー
ドが AUT（自動発停）の機器に対して同時に発停制
御されます。運転モードが MAN（手動操作）の機器
においては機器ごとに手動で起動 / 停止できます）。
機器グループごとに、平日、休日、特殊日 1 ～ 4 の
運転パターンを指定することにより、機器への ON/
OFF 指令時間を設定します。

機器グループ1 

機器1 ON/OFF指令 
アンサバック入力など 

機器グループ2 

機器制御機能 

カレンダ 
設定機能 

運転パターン 
設定機能 

FCN-100/FCJ

ON/OFF指令 
アンサバック入力など 

ON/OFF指令 
アンサバック入力など 

F05.ai 

機器グループ6 

機器2 

機器20 

図  機器制御機能概要

表  機器制御機能の仕様

機能 説明
機器グループ数 6 

機器数 20 機器／機器グループ

遅延処理 (*1) グループごとに指定可能（0 ～ 60 秒）

運転モード AUT（自動発停）／ MAN（手動操作）
を機器ごとに指定可能

スケジュール
手動指定

当日・翌日の運転パターンを機器ごとに
手動指定可能

アンサバック
チェック (*2)

機器ごとに指定可能
マスク時間を指定可能（0 ～ 60 秒）

インターロック
動作 (*3)

機器ごとに指定可能
・検出条件：	常時／ AUT 時のみ
・動作指定：	強 制 OFF 出 力 お よ び 運 転

モード強制 MAN を設定可

出力変化メッセー
ジ通知 (*4) 機器ごとに指定可能

*1：	 遅延処理とは、過電流対策のため、機器グループ
内の機器を一定の時間間隔をおきながら ON また
は、OFF していく機能です。

*2：	 ON/OFF 指令が正常に実施されているかをチェッ
クします。アンサバック信号と ON/OFF 指令の状
態に差異がある場合、警報が発生します。

*3：	 インターロック信号が ON の場合、インターロッ
ク処理を行います。

*4：	 機器の ON/OFF 状態が変化した場合、メッセージ
出力をします。

表  機器の入出力仕様

機能 説明

ON/OFF 指令出力 1 出力（ステータス型出力）、または、
2 出力（パルス型出力）

アンサバック信号 (*1) 1 入力

インターロック信号
(*1) 1 入力

*1:	 スケジュール発停ポートフォリオと InfoEnergy 本
体とは、独立して動作します。

	 このため、同一の信号を、スケジュール発停ポー
トフォリオだけでなく、InfoEnergy 本体でも用い
たい場合、当該接点信号を外部で分配して、独立
した信号にして FCN-100、FCJ に入力してください。
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●ソフトウェアの提供形態

ソフトウェア
InfoEnergy スケジュール発停ポートフォリオのソフ
トウェアは、｢InfoEnergy ソフトウェア媒体（形名：
NT206AJ）｣ で提供します。これを PC 経由で FCN-
100、FCJ へダウンロードすることにより、ソフトウェ
アが使用可能になります。

スケジュール発停ポートフォリオライセンス
｢InfoEnergy スケジュール発停ポートフォリオライセ
ンス ｣ には、オーダ ID とパスワードを記載したオー
ダ ID シートが添付されています。当社の Web サイ
トにアクセスし、このオーダ ID とパスワードを入力
することでライセンス ID が発行されます。発行され
たライセンス ID を FCN/FCJ システムカードに登録す
ることで、スケジュール発停機能が使用可能になり
ます。

■	 形名・仕様コード

● InfoEnergy グラフィックポートフォリオ
ライセンス

記事

形名 NT8015J InfoEnergy グラフィック
ポートフォリオライセンス

基本仕様
コード

-L ライセンス

	 W オーダ ID シートを発行

		  1 常に 1

			   1 常に 1

				    A 標準（和文版）

注：	 本ライセンスは、InfoEnergy ソフトウェアライセ
ンスと組み合わせて使用します。

注：	 本ライセンスは動作させる FCN-100、FCJ ごとに
必要です。

● InfoEnergy デマンド監視ポートフォリオ
ライセンス

記事

形名 NT8600J InfoEnergy デマンド監視
ポートフォリオライセンス

基本仕様
コード

-L ライセンス

	 W オーダ ID シートを発行

		  1 常に 1

			   1 常に 1

				    A 標準（和／英共通）

注：	 本ライセンスは、InfoEnergy ソフトウェアライセ
ンスと組み合わせて使用します。

注：	 本ライセンスは動作させる FCN-100、FCJ ごとに
必要です。

● InfoEnergy スケジュール発停ポートフォ
リオライセンス

記事

形名 NT8103J InfoEnergy スケジュール発停
ポートフォリオライセンス

基本仕様
コード

-L ライセンス

	 W オーダ ID シートを発行

		  1 常に 1

			   1 常に 1

				    A 標準（和／英共通）

注：	 本ライセンスは、InfoEnergy ソフトウェアライセ
ンスと組み合わせて使用します。

注：	 本ライセンスは動作させる FCN-100、FCJ ごとに
必要です。
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■	 ご注文時指定事項
ご注文の際には、形名と仕様コードを指定してくだ
さい。

■	 関連ドキュメント
InfoEnergy 概要			   GS 34P03A41-01

■	 商標
・	STARDOM は、横河電機株式会社の商標です。
・	FA-M3、InfoEnergy は横河電機株式会社の登録商

標です。
・	Microsoft、Windows、Internet Explorer、Excel、

Visio は、Microsoft Corporation の米国およびその
他の国における商標または登録商標です。

・	Ethernet は、米国ゼロックス社の登録商標です。
・	Java は、Oracle Corporation およびその子会社、関

連会社の米国およびその他の国における登録商標
です。

・その他、本文中に使われている会社名・商品名は
各社の商標または登録商標です。

記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。


